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告
　
示

◯
秋
田
県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
管
理
計
画
の
樹
立
（
二
四
一
・
森
林
整
備
課
）

◯
都
市
計
画
事
業
の
変
更
の
認
可
の
告
示
が
あ
っ
た
旨
の
公
告
（
二
四
二
・
下
水
道
課
）

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
（
二
四
三
・
山
本
建
設
事
務
所
）

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
二
四
四
・
道
路
環
境
課
）

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
二
四
五
、
二
四
六
・
道
路
環
境
課
）

◯
証
紙
売
り
さ
ば
き
の
廃
止
の
届
出
（
二
四
七
・
会
計
課
）

公
　
告

◯
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
（
県
民
文
化
政
策
課
）

◯
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
の
届
出
（
雄
勝
総
合
農
林
事
務
所
）

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
一
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
一
条
ノ
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
秋
田
県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
保
護
管
理
計
画
を
樹
立
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
各
総
合
農
林
事
務
所
林
務
課
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
事
業
の
変
更
の
認
可
の
告
示
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

六
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

昭
和
五
十
八
年
建
設
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
横
手
都
市
計
画
、
平
鹿
都
市
計
画
、
十
文
字
都

市
計
画
及
び
増
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
秋
田
湾
・
雄
物
川
流
域
下
水
道
（
横
手
処
理
区
）

二
　
施
行
者
の
名
称

秋
田
県

三
　
事
務
所
の
所
在
地

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
建
設
交
通
部
下
水
道
課

大
曲
市
花
館
字
大
戸
下
川
原
七
十
四
番
三
十
六
号
　
南
部
流
域
下
水
道
事
務
所

四
　
事
業
地
の
所
在

収
用
の
部
分
　
変
更
な
し

使
用
の
部
分
　
変
更
な
し

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
三
年

十
二
月
六
日
付
け
指
令
山
建
―
千
七
百
六
で
許
可
し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
大
東
区
上
野
七
丁
目
十
四
番
四
号

大
和
情
報
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
榎
　
本
　
昌
　
譽

二
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

能
代
市
字
寺
向
十
五
番
、
十
六
番
、
十
七
番
、
三
十
二
番
、
三
十
三
番
、
三
十
四
番
、
三
十
五

番
、
三
十
六
番
、
三
十
七
番
、
三
十
八
番
、
三
十
九
番
、
四
十
番
、
能
代
市
字
新
山
前
二
十
九
番

一
、
三
十
番
一
、
三
十
一
番
一
及
び
三
十
二
番
二

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

（一）（二）
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
六
号

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
四
年
四
月
二
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

２

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
線
　
名

三
百
九
十
八
号

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

雄
勝
郡
雄
勝
町
秋
ノ
宮
字
殿
上
一
番
三
八
地
先
か

ら
殿
上
一
番
三
六
地
先
ま
で

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
八
号

百
八
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

八
・
〇
〇
〜
　
二
三
・
五
〇

一
〇
・
二
〇
〜
一
一
二
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
八
四
九

〇
・
八
四
九

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
鳥
海
町
下
川
内
字
坪
渕
二
番
六
地
先
か
ら
字
瀬
中
石
四
二
番
二
地
先

由
利
郡
鳥
海
町
下
川
内
字
坪
渕
二
番
六
か
ら
字
瀬
中
石
四
二
番
二
地
先

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
五
号

百
五
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
七
・
八
〇
〜
二
一
・
〇
〇

二
一
・
〇
〇
〜
三
〇
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
四
八

〇
・
一
四
八

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
大
内
町
岩
谷
町
字
西
越
一
一
六
番
地
先
か
ら
岩
谷
麓
字
前
田
表
三
〇
五

番
一
ま
で

〃

（一）（二）

（一）（二）（一）
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期
間
　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
）
第
五
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、

証
紙
の
売
り
さ
ば
き
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
五
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

売
り
さ
ば
き
を
廃
止
し
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

平
鹿
郡
平
鹿
町
浅
舞
字
沈
樋
五
十
五
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
横
手
平
鹿
食
肉
事
業
協
同
組
合

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
四
年
三
月
十
五
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

秋
田
県
北
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー

三
　
代
表
者
の
氏
名

小
棚
木
　
　
　
徹

四
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

大
館
市
字
大
町
二
十
九
番
一
号

五
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活

動
の
促
進
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

皆
瀬
村
か
ら
土
地
改
良
事
業
（
皆
瀬
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
）
に
係
る
工
事
が
平
成
十
四

年
二
月
二
十
八
日
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す

る
。

平
成
十
四
年
四
月
二
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

公
　
　
　
　
　
　
告

３

（二）
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